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１．研究計画の概要 
本研究は、森林流域の水質浄化に関わる生態
系機能の解明と評価手法を確立することを目的
とする。安定同位体や遺伝子情報に基づく微生
物生態学的な手法など先端的な方法を用いて
森林小流域における野外観測を行い、観測結
果を用いてモデル化を行う。モデルを利用して
水質浄化機能の評価手法を提案する。 
 
２．研究の進捗状況 
野外観測、新しい分析手法の野外での適用は
計画に従って進められた。チャレンジングな手
法を用いた観測や分析から、水質浄化、特に窒
素流出に関わる形態変化の実態を明らかにする
新たな手法が提案されつつある。 
 
３．現在までの達成度 
当初の計画どおり進展している。上述のように、
同位体比測定の利用した新たな知見と手法の
開発が進み、当初の目的は達成しつつある。
H21 年度にとりまとめを行い、評価手法として提
案できるものと考えられる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
H21 年度は、これまでの観測、新規手法の開発
適用結果をふまえて、とりまとめと評価手法の提
案を行う。観測や分析の結果得られたデータは、
EML（Ecological Metadata Language）でメタデー
タを記述し、JaLTER（日本長期生態系研究ネッ
トワーク）のデータベースに集積して、一般に公
開していく。 
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